





























































































































































































































































































































































































































学校教育法第 80 条（特別支援学校の設置義務） 






























































問 1 つぎの【】に適する語句を記入せよ。 
●少年法第 1条 
 この法律は、少年の健全な育成を期し、非行のある少年に対して性格の矯正
及び環境の調整に関する【       】処分を行うとともに、少年の【       】
について特別の措置を講ずることを目的とする。 
●学校教育法第 80条 
■都道府県は、その区域内にある学齢児童及び学齢生徒のうち、【       】、


































年度 2016 2017 2018 2019
登録者数 87 88 83 86
年度 2016 2017 2018 2019
合格者数（名） 26 19 18 58
合格率（％） 29.9 21.6 21.7 67.4
年度 2016 2017 2018 2019
不合格者数（名） 61 69 65 28

































































年度 2016 2017 2018
受験者数（名） 61 69 65
合格者数（名） 60 67 64
合格率（％） 98.4 97.1 98.5
（単位：％）
本講義 他の講義科目
①欠席または遅刻せずに受講しましたか 79.3 66.9
②授業中に私語を慎んでいましたか 59.8 61.6
③授業の要点をノートにとりましたか 76.8 56.0
④質問・発言するなどして、積極的・意欲的でしたか 46.3 26.7
⑤あなたの取組を総合的に評価してください 54.9 35.6
表４　本講義における2016年度から2019年度までの再
試験受験者数、合格者数、合格率の推移
表５　自己評価各設問における「そう思う」を選択した学生の割合比較
（出典）本学教務課提出資料より作成。
（出典）本学教務課提出資料「授業評価アンケート結果」より作成。
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ついてはとくに指示をしなかったことから、実質的に
前２者の設問により評価されている。以下、両者の主
な自由記述を抜粋しよう。①については、「教育の法
律について学べた。ためになった」、「穴埋め問題や関
連した小括で知的関心が呼び起こされた」、「レジュメ
がまとめやすかった」、「プリントが毎回あってよかっ
た」、「教採にとても役立つものであった」といった回
答が認められる。②については、「むずかしすぎて理
解が大変でした」、「テストが難しすぎ」、「テストの日
程を考えて欲しかった」、「うしろの方だと声が聴きに
くかった。ホワイトボードが見にくかった」といった
回答が認められる。前者は、総じて授業内容はもとよ
り、レジュメの使用や穴埋め問題を用いた授業の進め
方といった授業方法に関する、また教員採用試験受験
に関する観点からの回答であった。後者は、総じて授
業や試験問題の難易度に関する、また試験日程や施設
設備に関する観点からの回答であった。
おわりに
　以上、本稿は、今回の大学における教職課程の再課
程認定に際して示された教職課程コアカリキュラム
と、本学教育原理Ⅱによる「教育に関する制度的事項」
の授業実践を対照し、今後のその在り方を展望してき
た。その結果、現在の授業実践においても、教職課程
に注目し、本講義と他の講義科目を比較している。
　これによれば、⑩「この授業は総合的に見て、よ
かったと思いますか」については他の講義科目を2.3%
下回っているものの、他の９問についてはそれを上
回っていることがわかる。とくに②「授業はよく計画・
準備され、学習意欲を高める工夫を教員はしていまし
たか」は12.4%、④「授業の内容は理解できましたか」
は6.9%、⑥「教員の言葉は明瞭で、話し方は聞き取り
やすかったですか」は7.9%と、いずれも他の講義科目
を上回る成績をおさめている。
　そして、「総合評価」についてである39。これは、①「こ
の授業について授業以外で勉強した時間（自習時間）
はどれくらいですか」、②「この授業に関する自習で
利用した場所として一番多かったのはどこですか」と
いう合計２問の設問について評価されている。しか
し、設問内容に不備があると考えられることから、こ
こでの結果の考察は控えたい。
　最後に、「学生による授業評価：自由記述用紙」に
ついてである40。これは、①「この授業でよかったと
思う点を書いて下さい」、②「この授業で良くなかっ
たと思う点、改善すべきと思う点を書いて下さい」、
③「授業担当教員から指示があった場合、指示された
ことについて書いて下さい」という合計３問の設問に
ついて、自由記述により評価されている。なお、③に
（単位：％）
本講義 他の講義科目
①教員に熱意は感じられましたか 69.5 68.3
②授業はよく計画・準備され、学習意欲を高める工夫を教員はしていました
か
74.4 62.0
③教員は私語や勉学の妨げとなる行為を注意する等、勉学の環境を良好に保
つよう、配慮していましたか
65.9 60.3
④授業の内容は理解できましたか 53.7 46.8
⑤授業の内容に興味をもてましたか 51.2 51.1
⑥教員の言葉は明瞭で、話し方は聞き取りやすかったですか 64.6 56.7
⑦学習活動の指示や手順、資料等は工夫され、わかりやすかったですか 62.2 54.5
⑧レポート等の課題作成や、自主学習に関する指導は十分でしたか 53.7 49.9
⑨学生からの質問の機会はありましたか 57.3 55.0
⑩この授業は総合的に見て、よかったと思いますか 53.7 56.0
表６　授業評価各設問における「そう思う」を選択したが学生の割合比較
（出典）本学教務課提出資料「授業評価アンケート結果」より作成。
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９　同前、39頁。
10　教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討
会編『教職課程コアカリキュラム』、前掲註２、13頁。
11　同前、13頁。
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13　同前。
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28　美作大学美作大学短期大学部編『2020年　大学案
内』、前掲註１、55-56頁。
29　美作大学教務課編『2019年度シラバス　児童学科
授業計画』2019年、125頁。
30　同前。
31　同前。
32　同前。
33　同前。
34　同前。
35　同前。
36　同前。
コアカリキュラムに示された「教育に関する制度的事
項」の内容についてはほぼ網羅されていることが明ら
かとなった。しかし一方で、「学校及び地域との連携」、
「学校安全への対応」といった内容についてはまった
く触れられていないわけではないものの、教職課程コ
アカリキュラムを斟酌した改善の余地が残されている
ことも明らかとなった。
　また、講義内容以外にも本講義における授業実践を
振り返ることにより、その方法についてはICT機器の
有効な活用が模索されるべきであること、その成績
については決して少なくない不合格者数を改善するこ
となどの課題も判明した。しかし、とりわけ後者につ
いては、安易な合格者の輩出がひいては本学教職課程
の質の低下を招くことは火を見るより明らかである。
そのため、受講者の学力と修得すべき内容・程度のバ
ランスをいかにとるのかを今後検討しなければならな
い。
　なお、本講義の成果については、そうじて良好であ
ると考えられる。しかし、他の講義科目の平均値を下
回る設問については真摯に反省し、その改善をめざず
べきである。その際、試験日程や施設設備に関する観
点からのいわば否定的な回答もみられたことから、授
業担当者のみならず、学内の関係機関とも連携をはか
りながらその解決に努めたい。
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